
様式第３号　（第３条関係）

〒

　

　

㎡

㎡

ｍ

ｍ

６　棟番号

裏面に記載注意事項があります。

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

10　構造計算適合性
判定の要否枝番号

有　・　　　無 要　　　・　　　　否

高さ

軒の高さ

構造

７　当該部分の
床面積（㎡）

８　適用した構造計算方法
９　大臣認定プログ

ラム使用の有無

所在地

電話番号

５　建築物の概要

延べ面積

建築面積

階数 地上　　　　　　　階　　　　　地下　　　　　　　階　　　　　塔屋　　　階

４　構造計算者

建築士事務所名　　　　　　（　　　　　　　　　）建築士事務所　　（　　　　　　　）知事登録第　　　　　　　号

郵便番号

資格 　　　（　　　　）建築士　　　　 　（　　　　　　　　　　）登録　　第　　　　　　　　　　　　号

氏名 　

所在地

電話番号

３　代表となる設計者　

建築士事務所名　　　　　　（　　　　　　　　　）建築士事務所　　（　　　　　　　）知事登録第　　　　　　　号

郵便番号

氏名

 ２  敷地の地名地番 秋田市

資格 　　　（　　　　）建築士　　　　 　（　　　　　　　　　　）登録　　第　　　　　　　　　　　　号

構造計算適合性判定適用調書

　　　年　　　月　　　日　　

　下記建築物について、秋田市建築基準法施行細則第３条第４項の規定により確認申請書に添付します。

 1　建　　築　　主
住　所

氏　名



（注意）

１　数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。

２　６欄の棟番号は、申請書の第四面に記載した番号を記入してください。ただし、法第20条第２項の規定により、

　それぞれ別の建築物と見なされる場合においては、建築物の当該部分を別棟とし、枝番号に記入してください。

３　８および９欄は、該当する方のチェックボックスに「レ」マークを入れてください。

４　９欄の大臣認定プログラムの使用の有る場合とは、１件の構造計算の主要な部分について法第20条第１項第２号イ

　又は第３号イに規定する国土交通大臣の認定を受けたプログラムにより、一貫して構造計算を行い、かつ、当該構造

　計算の計算を記録した磁気ディスク等を当該申請と併せて提出した場合をいいます。


